
PLUS いますぐサイネージ クイックガイド
このたびは「いますぐサイネージ」スタンドセットをお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
サイネージ用のコンテンツをUSBメモリーに格納されているテンプレートを利用して作成し、ディスプレイに表示
することができます。なお、USBメモリーにコンテンツを保存してディスプレイに差し込めば、パソコン無しで再
生することができます。
このクイックガイドはスタンドの組み立てからコンテンツ（情報）をディスプレイに表示させるまでの手順を説明し
ています。詳細は各々に付属の説明書をご覧ください。

● 屋外では使用しないでください。ディスプレイの故障原因となります。ディスプレイの設置に関する注意事項はディスプ
レイの取扱説明書をご覧ください。

● スタンドを傾斜、段差などの不安定な所に設置しないでください。落下、転倒などによる故障、破損、けがの原因となります。
● スタンドにぶら下がったリ、寄りかかったりしないでください。転倒などによる故障、破損、けがの原因となります。
● スタンドの移動は転倒防止のため必ず 2 人以上で行い、取っ手を持ち後ろ方向へ移
動してください。スタンドとディスプレイに衝撃や振動をあたえないようにスタン
ドのアジャスター部やスタンドバー下端が段差に引っかからないようよく確認し、
段差の場所は持ち上げてくだい。前方向への移動はしないでください。転倒などに
よる故障、破損、けがの原因となります。

● スタンド設置の際は、電源コードや信号ケーブルなどに引っ掛けないよう対処してください。
● スタンドのアンダープレートよりはみ出るようなコンピュータなどを載せないでください。
● スタンド移動の際は、ディスプレイの電源コードや信号ケーブルを取り外してください。また、アンダープレートに載せ
ているコンピュータなどは取り外してください。

● スタンド清掃時はシンナーやベンジンなどの溶剤でふかないでください。変質したり、塗料がはげることがあります。
● USBメモリーをフォーマットするとテンプレートデータや保存したデータが消失しますのでご注意ください。データが消
失した場合、弊社は一切の責任を負いかねますので、予めご了承ください。

● USB メモリーの使用または使用不能によって生じた障害（データの損失、他の機器への影響等）に対し弊社は一切の責
任を負いません。

警告

注意

ご使用上の注意

本商品のセット内容
インフォメーションディスプレイ：1台（本紙ではディスプレイと略します）
ディスプレイスタンド：1台（本紙ではスタンドと略します）
いますぐサイネージUSBキット：1個（パソコンで簡単に作成できるテンプレートと自動再生用のフォルダ
を格納したUSBメモリーです。）

テンプレートを利用したコンテンツ表示までの手順

　　　　　ディスプレイをスタンドに取り付ける

1. スタンドを組み立て、ディスプレイを横または縦向きに取り付ける。
 （スタンドに付属の組立説明書をご覧ください。）

2. ディスプレイの電源コードを電源コンセントに差し込み、主電源スイッチを「入」
にする。（ディスプレイに付属の取扱説明書をご覧ください。）

 これで、リモコンを使ってディスプレイの電源ON/OFF が行えます。

ステップ1

移動方向



　　　　　表示するコンテンツをパソコンで作成

1. 付属のUSBメモリーをパソコンに差し込み、接続したUSBドライブを開きます。

2. コンテンツフォルダ内の目的のテンプレートを表示させ、文字や画像を入力します。
 （USBメモリーに付属の「かんたんテンプレート（付属）の使い方」をご覧ください。） 
 ● 画像を入れる場合は、あらかじめ準備してください。

3. 作成のコンテンツ（JPEGやWMV形式）をUSBメモリー内の「autoplay」フォルダに保存する。
 ● 「autoplay」フォルダはディスプレイの自動再生用フォルダです。
 ● 静止画と動画は混在して再生できません。混在して再生する設定方法はディスプレイの取扱説明書をご参照ください。

4. USBデバイスの取り外し操作をしてから、パソコンからUSBメモリーを抜きます。

1. ディスプレイの電源を入れ、メニューから自動再生（静止画
 ／動画）の設定をする。
 （ディスプレイに付属の取扱説明書「USBメモリーのファイルを再
生する」または、USBメモリーに付属している「かんたんテンプレー
ト（付属）の使い方」をご覧ください。）

2. リモコンでディスプレイの電源を一旦OFFにする。

ディスプレイの自動再生を設定する

USBメモリー内のコンテンツを
再生する

33-4604-15A

受付時間　月曜～金曜　9:00～12:00／13:00～17:30

　　　　 （土曜・日曜・祝日、年末年始および当社指定の休日は休ませていただきます。）

プラス株式会社　ビジョンカスタマーセンター

製品の使いかたのご相談窓口

シャープ株式会社

詳しくは、インフォメーションディスプレイのセットアップマニュアル「お客様相談窓口のご案内」をご覧ください。

ディスプレイスタンド／いますぐサイネージUSBキットに関するお問い合わせ先

インフォメーションディスプレイに関するお問い合わせ先

ステップ2

ステップ3

1. ディスプレイの電源をOFFにしたままUSB端子にUSBメ
モリーを差し込む。

2. リモコンでディスプレイの電源を入れると再生を開始します。

3. 再生を停止したいときは電源を切ります。

ステップ4

※1. テンプレートはMicrosoft Office PowerPoint 2010以降に対応しています。
※2. メディアプレーヤーの対応ファイル形式は静止画：jpeg/png、音楽：mp3/wma、動画：

wmv/mp4/ts です（この形式でも再生できない場合があります）。自動再生が可能なファ
イルは、静止画は jpeg、動画はwmvのみとなります。

※3. シャープのディスプレイ「PN-Y」シリーズでは、コンテンツ作成支援サイト「iSignWeb®（ア
イサインウェブ）」を無料でご利用いただけます。（ https://ww3.isignweb.com/idp/ ）

 ご利用については「株式会社ブリスロード」にお問い合わせください。

修理のご相談窓口

シャープビジネスソリューション株式会社

・記載されている会社名および商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。

ディスプレイ裏面
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